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１．はじめに

一般国道 24 号は、京都府京都市を起点とし、奈良市、
橋本等を経て和歌山市に至る延長約184km（H24.5.1 現在
重複区間含む）の主要幹線道路で、和歌山河川国道事務
所和歌山国道維持出張所は、そのうち和歌山県内における
約 69km（H24.5.1 現在重複区間含む）管理を行っています。
古くは奈良時代、和歌山と奈良を結ぶ「南海道」といわれ、
江戸時代以降、徳川吉宗など歴代の紀州藩主の参勤交代に
利用されたことから「紀州街道」、その後、庶民が大和地
方との関わりを深くもつようになり「大和街道」と名を変え、
文化の交流、地域の発展を支えてきた歴史のある道です。
沿線には、歴史的遺産が豊富で魅力のある地域が多数
あります。
しかしながら、このようなポテンシャルをもった地域
であるにも関わらず、景観や住環境を害するいたずらに
よる落書きが後を絶たず対策に苦慮しているところです。
今回、和歌山国道維持出張所では、落書き対策の一環
として和歌山県警と連携し、地元中学生を対象に落書き
の悪性や環境美化の必要性を理解してもらい、生まれ育った地域に愛着を持ち、快適な生活環境を維持す
ることの規範意識の向上を図ることを目的として、国道 24 号の防護柵に描かれた落書き消しや清掃等の
社会貢献活動を実施しましたので紹介します。

２．落書きの現状

落書きについては、道路パトロールで発見するものの
他、住民等からの通報によるものもあります。
落書きを発見した場合、差別的なものや個人を誹謗中
傷する内容を除き、警告貼紙（『警告　落書きをやめて
下さい。我々もパトロールをしています。もし、落書き
を目撃されたら和歌山国道維持出張所に通報をお願いし
ます。』）の掲示により再発防止警告をおこない、一定期
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落書き消しの取り組みについて
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間を経てから道路管理者で消去しています。
しかし、このような警告を行っても落書きが減少することはなく、逆に巧妙で広範囲に描かれるものが
増えてきています。

横断ＢＯＸへの落書き事例

警告貼紙

３．落書き消し作業箇所の選定

作業を行う場所については、和歌山県警との協議の結果、次の条件を満たす箇所を選定することとしま
した。
１）落書き被害箇所
過去から落書きによる被害が多発してい
る場所であること。
２）安全な作業スペース
作業を行うにあたり、一般交通の支障に
ならず、作業者の安全が確保できる場所で
あること。
３）啓発効果
通行者が多く、広く一般に環境美化を啓
発できる場所であること。
以上のことを勘案し、今回の作業箇所として
和歌山市元寺町地先を選定しました。
当該箇所は、平成 22 年 5 月に歩道の防護柵への落書
きを発見し、防止対策としての「警告貼紙」を掲示しま
したが効果がなく、平成 23 年 10 月と平成 24 年 4 月の
計 3回にわたり落書きが増える状況でした。
作業スペースについては、歩道幅員が 4m以上あるこ
とから安全に作業するスペースを確保し、一般の通行者
の通行の支障にもならないことを確認しました。さら
に、国道 24 号と国道 26 号和歌山北バイパスの合流点に
あたり、近隣のショッピングセンターに向かう最寄りの

落書き消し作業箇所位置図

実施場所
（和歌山市元寺町５丁目） 

落書き消し作業箇所（当時）
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バス停留所前に位置することから、自動車交通量が多いのはもちろんですが、歩行者や自転車の通行も多
く環境美化の啓発を図るうえでも最適な場所でした。

作業箇所の概要図

４．作業概要

作 業 日 時：平成 24 年 10 月 31 日（金）　15：00 ～ 16:00
作 業 内 容：国道 24 号の防護柵に黒いペンキで描かれた落書きに白いペンキの重ね塗り及び周辺歩道

部分の除草作業。（作業延長約 L=70m）
参　加　者：和歌山市立伏

ふっ

虎
こ

中学校生徒 5人及び学生サポーター 3人※

　　　　　　中学校教諭、和歌山県警、和歌山市、国土交通省職員等　総勢 30 人
※学生サポーター：大学生・大学院生で構成された、和歌山県警察本部長委嘱のボランティア

当日は天候にも恵まれ、さわやかな秋空の下、参加者で歩道沿いの防護柵の黒いペンキで描かれた落書
きを、白いペンキで丁寧に塗り重ねて消していきます。
最初は、楽しそうにペンキを塗っていましたが、作業を重ねていくうちにいつの間にかみんな真剣な表
情で黙々と作業を行っていました。
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落書き消し作業状況

落書きを消し終えた後、周辺の除草作業を行い
ました。
作業中、歩道を歩いている地域の方から、
「がんばって！ご苦労さん！」
などと、声援をいただくほほえましい光景も見ら
れ、参加者らは、何よりも励みになったことだと
思います。
作業は無事終了し、歩道は元通りの快適な空間
によみがえりました。

作業後の現場状況

落書き消し作業を見守る歩行者
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５．参加者の感想

作業を終えた伏
ふっ

虎
こ

中学校の生徒より感想をいただきました。（以下抜粋）

『地域の美化活動に参加できて本当によかったと思います。地域のために尽くせたのは、僕の誇りです。
落書きなんて二度としてほしくないです。落書きはたくさんの人に迷惑をかけます。見ると気分も悪く
なります。迷惑を考えてほしいと思いました。』（2年 1組男子）

『落書きをした人たちに、その建物やフェンスを
つくった人の気持ちを考えてもらいたいです。自分
がつくったものが台無しにされる気持ちを考えれ
ば、落書きなんて絶対にできないと思います。
落書きをされる前に食い止めたい。その一歩とし
て「落書きはいけないこと」ということをみんなに
伝えていきたい。そして、自分も積極的に何か活動
を起こしたいと思いました。』（2年 2組女子）

『落書きを書くのはきっと簡単だし疲れないと思
います。でも、その簡単に書いた落書きを消すのは
とっても苦労する。
落書きを書いた人に落書きを消す苦労を知ってほ
しいと思います。
そして、みんなにもっと自分たちの地域をきれい
にする活動をどんどんしてほしいと思いました。』
（2年 3組男子）

『私たちがペンキを塗っているのを見て、「落書き
はしないでおこう！地域全体で協力して美しい和歌
山市にしていこう！」と、思ってくれた人が 1人で
もいてくれたらうれしいです。
黒い落書きが少しずつ白い壁に戻っていくのがと
てもうれしかった。
このような活動があれば積極的に参加し、私の好
きな和歌山市を美しくしていきたいです。』
（2年 3組女子）

『今日、美化活動をさせてもらった場所は、学校
の帰り道で家からも近い場所です。いつも帰り道に
あの落書きが目に入っていました。何を思って落書
きするのか全くわかりませんが、自分たちがした落 真剣な表情で作業する中学生たち
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書きを他の誰かが処理してくれていることをわかってほしいです。
一人一人が自分の住んでいる地域を美しくしたいと思っていれば落書きをする人はなくなると思いまし
た。』（2年 3組男子）

６．おわりに

国道における落書き消しや清掃作業は、通常、
国道維持出張所で行っていますが、今回、はじめ
て地元中学生や学生ボランティアの方との協働
で実施しました。
この活動を通じ、参加者だけでなく地域住民に
対しても、落書きの悪性や環境美化の必要性につ
いて非常に効果的な啓発を図ることができたと
実感できました。
さらに当日は、多くの報道機関（新聞社、テレ
ビ局、ラジオ局、計 6社）の取材もあり活動への
関心が高いことも確認することができました。
地域の国道を維持管理する我々にとって、この
歴史があり自然が豊かな和歌山が、住む人にも、
訪れた人にもやさしい街であってほしいと願い
ます。
これからさらにすすむ高齢化社会で、ますます
環境に配慮したまちづくりが必要になるでしょう。
今回の取り組みが、地域住民の環境美化への意識向上の弾みになることを期待します。
最後に、作業をやり遂げた達成感とペンキで白く汚れた体操服姿で誇らしげに笑っていた生徒達の素直
な眼差しが印象的でした。

参加いただいたみなさん

掲載された新聞記事



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF65e57d4c537052377528>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


